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謹
啓
　
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
米
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
豊
浦
高
等
学
校
同
窓
会
に
対
し
て
格
段
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
札
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
我
が
豊
浦
高
等
学
校
は
、
長
府
毛
利
旅
の
沐
校
敬
業
館
に
源
を
発
し
、
出
口
県
下
で
も

有
数
の
長

い
歴
史
と
伝
統
を
誇

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
教
育
理
合
は
丈
式
両
道
を
基
本
と
す
る
人
間
形
成
を
重
視
し
た
人

格
教
育
で
あ
り
、
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
の
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
減
少
の
影
響
に
よ
り
、
山
口
県
で
は
高
等
学
校
再
編
の
動
き
が
出
て
き
て

お
り
、
豊
浦
高
等
学
杖
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
十
、
こ
れ
か
ら
も
豊
浦
高
等
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
護
り
、
後
せ
に
豊
浦
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

（豊
浦
魂
）
を
伝
え
て

い
く
為
に
は
、
豊
浦
で
学
び
た

い
有
煮
あ
る
生
徒
を
受
け
入
れ
る
教
育
環
坑
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

従
来
か
ら
豊
浦
の
校
風
に
憧
れ
市
外
か
ら
も
入
学
希
望
者
が
絶
え
ま
せ
ん
が
、
兄
在
は
学
生
察
が
無
く
受
け
入
れ
体
制
が

整

っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
同
窓
会
で
は

一
般
財
団
法
人
豊
浦
高
等
学
校
教
育
後
援
会
が
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
機
能
を
有
す
る

学
生
泰
建
設
事
業
を
支
援
し
、
豊
浦

へ
の
入
学
を
希
望
し
、
丈
式
両
道
を
目
指
す
生
徒
を
え
援
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
学
生
察
の
建
設
に
は
約
二
億
三
十
万
円
の
事
業
費
が
叉
要
で
す
が
、
出
口
県
等
か
ら
の
公
的
支
援
は
無

い
る
、
そ
の

資
金
は
豊
浦
高
等
学
校
を
愛
す
る
皆
様
方
の
寄
附
金
に
よ
り
調
達
し
、
建
設
後
の
学
生
春
は
島
口
県
に
寄
附
し
た

い
と
考

え
て

い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ど
う
か
学
生
察
建
設
寄
附
金
の
趣
旨
に
ご
贅
同
を

い
た
だ
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
事
業
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

謹
色

コ
し

，
一，

一　

学
生
察
建
設
事
業

・
建
設
費

・
建
設
場
所

。
こ
菅
主
体

二
　
募
金
日
標
額

二
　
募
集
期
間

四
　
募
集
区
域
及
び
範
囲

五
　
募
金
額

セ
　
お
問

い
〈
口わ
せ
先

ハ

寄
附
金
振
込
み
先

一
琴
学
生
春
　
建
設
寄
附
金
趣
意
書

山
口
県
立
豊
浦
高
等
学
校
同
窓
会

一
般
財
団
法
人

豊
浦
高
等
学
校
教
育
後
援
会

二
億
三
十
三
百
万
円
（木
造
二
階
建
て
。収
本
人
数
二
十
人
　
家
具
什
器
備
口”
い界
集
経
費
合
む
。）

（当
該
寄
附
に
よ
り
購
入
し
た
設
備

。
物
口”
は
出
口
県
に
採
納
さ
れ
ま
す
。
）

豊
浦
高
等
学
校
敷
地
内

（プ
ー
ル
横
）

一
般
財
団
法
人

豊
浦
高
等
学
校
教
育
後
援
会

二
億
三
十
三
百
万
円

今
釉
八
年
四
月
二
十
五
日
～
か
わ
九
年
二
月
二
十

一
日

全
国

。
個
人

一
口
壱
万
円

（何
口
で
も
可
）

ｏ
法
人

一
口
五
万
円
以
上

※
こ
の
寄
附
金
は
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
企
に
該
当
す
る
も
の
と
扱
わ
れ
、

確
定
申
÷
を
行
う
こ
と
で
所
得
税
又
は
法
人
税
上
の
優
過
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

島
口
銀
行

長
府
支
店
　
普
通
預
金

五
〇
セ
四
四
五
二

西
京
銀
行
下
関
支
店
　
普
通
預
金

ニ
セ
四
九
五
二
入

西
十
日
信
用
金
庫

長
府
ヤ
夫
支
店
　
普
通
預
金

〇
三
七
五
人

一
二

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　
通
常
貯
金
　
一
五
五
四
〇
―
ニ
二
二
二
〇
五
六

一

三
井
住
友
銀
行

ト
ラ
ン
ク
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
支
店
　
普
通
預
金
　
〇
四
二
五
〇
六

一

三
菱
ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

事
部
支
店
　
普
通
預
金
　
〇
二
五
三
七
九
四

み
ず
ほ
銀
行

出
口
支
店
　
普
通
預
金
　
二
〇
六
七
セ
入
セ

一
般
財
団
法
人
豊
浦
高
等
学
校
教
育
後
援
会

一
般
財
団
法
人

豊
浦
高
等
学
校
教
育
後
援
会

理
事
長

齊
藤

ロヨ
昭

電
話
　
○
入
ニ
ー
二
四
二
―
八
二
〇
六

会
長
理
事
長

森

　

健
ニ

齊
藤
　
口曰
昭
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一般財団法人豊浦高等学校教育後援会

代表理事 齊 藤 昌 日召 殿

山口県立豊浦高等学校の学生寮建設資金として寄附を申し込みます

申 込 日 年 月 日

フリガナ

寄附者又は法人名

住  所

丁

電話番号

メールア ドレス

寄附金額

億 千万 百万 十万 万 千 百 十 円

寄附金額 □振込み □現金

振込先

振込み名

一般財団法人豊浦高等学校教育後援会 代表理事 齊藤昌昭

□ 山口銀行 長府支店 普通 5074453
□ 西京銀行 下関支店 普通 2749528
□ 西中国信用金庫 長府中央支店 普通 0375812
□ 三井住友銀行  トランクNORTH支店 普通 0435061
□ 三菱∪FJ銀行 宇部支店 普通 0253794
□ みずほ銀行山口支店 普通 3067787
□ ゆうちよ銀行 五五八支店 普通 3222056
振込金融機関にチェックをお願いします

振込予定情報

(照合のため、可能な範

囲でご記入ください。)

振込予定日

振込名義

年   月   日

備  考

ご寄附の公表を希望されない方はチェックをお願いします

□個人名 。法人名  □寄附金額

個人又は代表者が卒業生の方は、卒業年又は卒業期をご記入ください

昭和・平成・令和     年卒  (    期 )

領収書の必要の有無についてチェックをお願いします

□必要   □不要
領収書の宛名、送付先が上記の氏名、住所と異なる場合はご記入ください

※振込にて寄附される方は、寄附申込書を提出されないと領収証等の発行ができませんので必ず提出
をお願いします。

※ご記入いただいた申込書の情報は、寄附金の受領・管理、領収書の発行等の目的以外には使用いたしません。
また、適切な安全管理措置を講じ、厳重に取り扱います。

ご不明な点、申込書提出先

電 話 083-242-8206(平 日9時～17時 )
FAX 083-242-2202
e― rrnall toyo「 a ko∪ ko∪@outlook.jp

くこちらのQRコード

からも申込できます


